日本史授業プリント(38期)近現代６　四民平等と徴兵制
２年　　　組　　　番　　　　　　　　　　　　.

☆岩倉遣欧使節の派遣( 1871～73)
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　　　目的　・不平等条約の改正の予備交渉→失敗
　　　　　　・欧米の政治･産業状況の視察　　　

　　　　　　　※多くの留学生が同行　ex．中江兆民、津田梅子(５人の女子留学生の一人)
　　　岩倉具視、大久保利通、木戸孝允、伊藤博文、山口尚芳[肥前]らが渡欧

　　　→留守政府がさまざまな改革を実行するが…　ex．徴兵令、地租改正、学制
四民平等と近代軍隊
　封建的身分の解消　＝ 四民平等　※四民…江戸時代の士農工商身分
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　　　公家・大名→華族　　　武士→士族　　か 卒 (1872まで 旧足軽以下)
　　　農・工・商→平民　　(93.4％)…苗字を許可(1870)、通婚･職業選択･移転などの自由

　　　えた・非人　　　　　…1871．身分解放令(賤民廃止令)
　　戸籍法(1871)→ eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じんしんこせき),壬申戸籍)の作成(1872．全国統一の戸籍　身分差別記載がある)
　　※差別意識は残存　ex．部落差別…不十分な施策　解放令反対一揆も発生　
　常備軍の編成
　　1871．御親兵組織…廃藩置県に備えて　薩長土から１万

　　　　　　　　近衛兵(1872)…天皇の護衛兵
　　　　　鎮台　　設置…常備陸軍　内乱鎮圧など　東京・大阪・熊本・仙台（のち名古屋・広島）
　　☆ 国民皆兵　構想　大村益次郎　　　( 村田蔵六)[長州]→暗殺→山県有朋[長州]

　　1872．徴兵告諭…全国徴兵の詔と共に出された布告　

　　　　　　　　　　兵役が国民の義務であることを強調　「血税」の文言

 　　　　　　参考　史料５２−１の２つ目の（中略）にはこんな文があります
　　　　　※兵部省→陸軍省・海軍省に分かれる
　　1873．徴兵令　　　…満２０歳以上の男子に 兵役( ３年間・抽選)　

　　　　　　免除規定　ex．官吏･官立学校の生徒　戸主･長男･養子　代人料２７０円納入者など
                      『  eq \* jc1 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(ちょうへいのがれのこころえ),徴兵免除心得)』…兵役逃れの手引書

　　　　　　　　　このため、実際には 農民の次男三男が負担
　　　　　反対運動…士族、農民（ 血税一揆　　　　(騒動)）
　　1878．参謀本部の設置…陸軍の最高軍令機関　天皇直属　　※海軍軍令部は1893年成立

　警察制度
　　1873．内務省　　　の設置　←征韓派の下野（→近代９）
　　　　　　　殖産興業(勧業寮)と警察事務(警保局)　長官＝内務卿は 大久保利通

    1874．警視庁　　　の設置…東京　内務省直属　長官は川路 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(としよし),利良)[薩摩]

　　※EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(らそつ),邏卒)から巡査へ

※士族不要論…四民平等との矛盾や徴兵制
　　　　　　　脱刀令[1871]…帯刀は任意となる　　→士族の不満が高まる
日本史授業プリント(38期)近現代７　地租改正
２年　　　組　　　番　　　　　　　　　　　　.

地租改正
　　政府の財政難…廃藩による各藩の債務の引き継ぎ、三井・鴻池ら大商人からの借入金
　　年貢＝地租が当時の財源のほとんど（９３％）
　　地租の近代化による財源の安定が必要

　　　準備段階　ａ．田畑勝手作の許可(1871)…作付制限の廃止

　　　　　　　　ｂ．田畑永代売買禁止の解除(1872)…土地売買の自由化

　　　　　　　　ｃ．地券　　の発行(1872)…原則として 年貢負担者(地主か自作農)に発行

　　　　　　　　　　　所有者・土地面積・地価を明記（最初の「壬申地券」は地租額は記載なし)

→地租改正　　　　条例の公布( 1873年7月)…以後徐々に全国で実施（全国統一）

①課税基準　収穫高から地価へ
②納税者　　耕作者から土地所有者へ　※江戸時代の村単位から個人単位へ
③納税方法　現物納から金納へ　　税率…地価の３　％　豊作・凶作によらず

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※ 別に民費＝地方税が１％（ 金納）

　☆ 従来の年貢収入から減少しないように地価・地租を決定

　☆ その他　　入会地　　(共用地)を官有地へ編入　小作契約期間の短縮など

　影響　ａ．政府　安定した貨幣税収→富国強兵・殖産興業などを推進

　　　　ｂ．地主　土地所有権の確立（従来の小作との上下関係は温存）
　　　　　　　　　　小作料は現物納のまま→米価が上がれば大きな利益　　　　

　　　　ｃ．自作農　高率の地租に苦しむ　…→小作人に転落するものも

　　　　ｄ．小作農　高率の小作料は変わらず、米価が上昇しても恩恵なし　…→貧窮化

　　　　 地租改正反対一揆
　　　　　明治９年(1876)に激化　※この年凶作

　　　　　　ex．真壁騒動(茨城大一揆)[茨城県]

　　　　　　　　伊勢暴動(三重大一揆)[三重･愛知･岐阜･堺県]

　　　　→1877年、政府は地租を２．５　　％に引き下げ　※｢竹槍でドンと突き出す２分５厘｣
　　　　　　　　　　※当時各地で起こっていた 不平士族の反乱との結びつきを恐れた
☆地租改正は1880年ころまでにほぼ完了（1886年登記法→1889年廃止）

作業　下の地券を見て、設問に答えよ。

　①この地券は(　宮城　)県が明治(　９　)年に発行した地券である。

　②この土地の所在地は(　陸前　)国加美郡(　　中新田　)村(　字町裏　)4番囲192番である。

　③この土地の持ち主は(　　新堀善作　　)さんである。

　④この土地の面積は(　１１歩　)、地価は(　　９７銭８厘　　)である。

　⑤この土地にかかる地租は、明治１０年の改正で(　　２銭４厘　　)に、

　　改正前は(　　２銭９厘　　)である。
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作業解答　

①宮城、９　②陸前、中新田、字町裏　③新堀善作　④１１歩、９７銭８厘　⑤２銭４厘、２銭９厘
日本史授業プリント(38期)近現代８　新政府の宗教政策と文明開化
２年　　　組　　　番　　　　　　　　　　　　.

新政府の宗教政策

　神道国教化の政策…王政復古による祭政一致(神祇祭祀を政治の基本とする)

　　　　　　　　　　矢野 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はるみち),玄道)・ eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふくばびせい),福羽美静)ら国学者の登用

　　1868．神仏分離令(神仏判然令)…神仏習合の否定

　　　　　→全国に 廃仏毀釈　　　　の嵐　ex．寺院・仏像の破壊、寺領の没収など

　　　　　→政府は信教自由の保護を各宗派に通達[1875]
　　　　※仏教界に刺激　ex．島地黙雷…浄土真宗の僧侶　改革の推進

　　1870．EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(だいきょうせんぷのみことのり),大教宣布の詔)　…政府(神祇官)の 神道国教化宣言　→仏教界の反対が強く失敗

　　☆ 神社制度の整備… eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かんぺい),官幣)社・国幣社などの社格　政府の支配下　伊勢神宮を頂点

　キリスト教　維新後も禁止・迫害　ex．浦上信徒弾圧事件[1867～73]
　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　　　信仰を公にした3400人の隠れキリシタンを流罪に

　　　　　　　諸外国から抗議（岩倉使節団にも抗議→条約改正に支障）

　　　　　　　　→キリシタン禁制の高札を撤去[1873]
西洋文化の流入　　
　☆文明開化　　　の風潮…旧習打破　西洋の文物の移植　東京・横浜などを中心に

　　　　　　　　　　　　伝統的芸術・芸能の価値の下落　→多くの文化遺産の損失
思想　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けいもう),啓蒙)思想(因習や迷信を否定し人間性の尊重を訴える18世紀の西洋思想)の紹介

　　　Ａ．功利主義…イギリス中心　幸福や利益の追求を肯定する

　　　　ex．福沢諭吉　　　[豊前国中津]…『 西洋事情』『 学問のすゝめ』『 文明論之概略』など

　　　　　　中村正直[幕臣]…『 西国立志篇』(英スマイルズ『自助論』の翻訳　西洋史上の300人の伝記)
　　　　　　　　　　　　　　　『 自由之理』(英Ｊ・Ｓ・ミルの『自由論』の翻訳)、など
　　　Ｂ．天賦人権論…フランス中心　人間は生まれながらにして自由平等　→自由民権運動

　　　　ex．中江兆民[土佐]…『 民約訳解』(仏 ルソーの『民約論』の翻訳)など

　　　　　　植木枝盛[土佐]…『 民権自由論』(民衆向け）
　　　Ｃ．社会進化論…優勝劣敗に基づく社会の進化を自然法則とし、天賦人権論を否定

　　　　ex．加藤弘之[但馬国出石]…天賦人権論(『 真政大意』)から社会進化論(『 人権新説』)へ

　　☆ 明六社　　　結成[1873]…啓蒙思想団体　『 明六雑誌』を発行　演説会など

　　　　森有礼[薩摩]…明六社の中心　のち第１次伊藤内閣の文部大臣に

　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(にしあまね),西周)[岩見国津和野]…西洋哲学を紹介　『万国公法』(国際法)を翻訳

　　　　津田真道[美作国津山]…法典編纂に尽力　　西村茂樹[下総国佐倉]…国粋主義の先駆者

　　　　福沢諭吉、中村正直、加藤弘之　ら
教育　学制　　の公布( 1872年)←1871.文部省設置　

　　　　理念：立身出世の基礎　国民皆学　…「学事奨励に関する eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おおせいだされしょ),被仰出書)」　
　　　　　　　フランスの学制を導入　画一的　８大学区×３２中学区×２１０小学区　

　　　　　問題：建設費・維持費は村の負担　高い授業料　　　　　　　　ex．開智学校[長野松本]
　　　　　　　　子ども＝働き手を取られる　　→小学校の就学率約３０％　学制反対一揆
　　　高等教育　東京大学設立[1877]　　☆多くの お雇い外国人(外国人教師)
　　　　　　　　　　　　東京開成学校　　大学南校　　　　　　　開成学校(洋学系)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学校　　昌平学校(漢学系)

　　　　　　　　　　　　東京医学校　　　大学東校　　1869-71 　医学校

　　　　　　　　工部大学校[1877 →東大工学部]、師範学校[1872 →筑波大学]、女学校[1872]など

　　　　　　　　私学も　ex．慶応義塾[1858]( 福沢諭吉)、同志社[1875](EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(にいじまじょう),新島襄))

生活　洋服(軍人･官吏から民間へ)　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ざんぎり),散切)頭の流行　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(れんがづくり),煉瓦造)の家　" eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぎゅうなべ),牛鍋)"の流行、石油ランプ

　　　ガス灯、人力車、鉄道馬車　etc.

　　　暦法　太陽暦：明治６年( 1873)１月１日←旧暦( 太陰太陽暦　　　)：明治５年12月３日

　　　　　　　１日２４時間制　週７日制　日曜休日など　五節句(端午・七夕など)の廃止

　　　　　　　※農漁村では旧暦を併用　ex．農耕、潮の干満、諸行事

　　　　　☆ 祝祭日の制定　ex．紀元節　　　…神武即位年（紀元前６６０年）を紀元とする

　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　即位日（１／１）を太陽暦に換算→２／１１
　　　 　　　　　　　　　　　　天長節…天皇の誕生日（１１／３）→大正以降は 明治節
日本史授業プリント(38期)近現代９　明治初期の外交

２年　　　組　　　番　　　　　　　　　　　　.
	当時の

外交課題
	① 欧米列強と結んだ 不平等条約
　　ex．欧米に領事裁判権、協定関税制、片務的最恵国待遇など

② 東アジアの旧来の国際秩序との｢衝突｣

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さくほう),冊封)体制…中国が周辺国と形式的な主従関係を結ぶこと　≠植民地
ex．朝鮮問題…日本からの外交文書の受取を拒否(1868)　→征韓論へ
　　　　清の冊封国　鎖国攘夷政策　
③ 琉球・樺太の帰属問題　…国境の確定

　　琉球…江戸期、清の冊封を受けながら日本( 薩摩藩)の支配も受けていた

　　樺太…日露和親条約(1854)で日露雑居地とされたがロシア側が優勢だった

	
	


遣欧使節と征韓論争
岩倉遣欧使節の派遣( 1871～73)
　　　岩倉　　具視[公卿]、大久保　　利通[薩摩]、木戸　　孝允[長州]、伊藤　　博文[長州]ら渡欧

　　　目的　・不平等条約の改正の予備交渉　・欧米の政治･産業状況の視察　　　

　　　→留守政府がその間にさまざまな改革を実行　ex．徴兵令、地租改正、学制など
　　　　　　　西郷　　隆盛[薩摩]、板垣　　退助[土佐]、後藤象二郎[土佐]、

江藤　　新平[肥前]、副島種臣[肥前]
　　→社会不安の増大…改革に反対する農民一揆、不平士族の反発
　　→征韓論　　　の主張…国内の不満を外へ向けさせる　征韓派
　　　　　　　　　　　　　西郷を朝鮮に派遣　武力行使も辞さない態度で交渉

　　帰国→内治優先論を主張して留守政府と対立　…内治派
　　→1873．留守政府の主要メンバーが辞職する…明治６年の政変
周辺国との関係と国境の確定
　Ａ．清と琉球(沖縄)

　　1871．日清修好条規　　　　　　　【全権】伊達 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(むねなり),宗城)[日本]・李鴻章[清]
　　　　　　最初の対等条約…領土の保全、相互援助、両国の開港、相互に領事裁判権　

　　　　　　　　　　朝鮮の宗主国の清と対等であれば朝鮮より優越　※日本国内に不満　→以後、方針転換
　　　　　琉球漁民殺害事件…台湾へ漂着した琉球民(宮古島)を台湾先住民が殺害

　　　　　　　　　　　　　　日本抗議(副島を派遣)→清は拒否

　　1872．琉球藩　　　設置…国王 尚泰が 藩王(華族に列する)
　　1874．台湾出兵　　　　（ 征台の役）…西郷EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つぐみち),従道)(隆盛の弟)中心に強行　木戸は抗議して下野
　　　　　　英米は戦争に反対　→協定(1874.日清互換条 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かん),款))成立　【全権】大久保利通

　　　　　　　　　　　　　　　　　イギリス公使ウェードの調停　撤兵と５０万 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(テール),両)の賠償金など

　　1879．沖縄県　　　設置を強行←軍隊・警察を派遣

　　　　→清抗議　→米前大統領グラントの調停　→まとまらず　→日清戦争(1894-95)で決着

　　　　　　　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さきしま),先島)諸島(宮古・八重山)を分離して清に割譲する代わりに

　　　　　　　　　　　　日清修好条規を改正して日本に最恵国待遇を与える

　　　　☆一連の琉球(沖縄)への政策を 琉球処分という。

　Ｂ．日露国境　…樺太雑居問題

　　1875．千島樺太交換条約　　　　　　　【全権】榎本武揚
　　　　　　千島は日本領、樺太はロシア領　　　→政府は北海道開拓に専念

　Ｃ．対朝鮮政策　…内治派も征韓派も根本は同じ
1875．江華島　　　事件…日本軍艦 雲揚号が領海侵入など挑発行動→砲撃を受けると反撃

→日朝修好条規　　　　　　( 江華条約：1876)　【全権】黒田清隆　
　　(ａ) 朝鮮は｢自主の国｣…清による冊封を否定　※徹底できず→日清戦争で決着
　　(ｂ)開港…  eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(プサン),釜山)、 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(インチョン),仁川)、 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ウォンサン),元山)
　　(ｃ)日本に領事裁判権と無関税特権　…不平等条約
　Ｄ．　　　　　諸島
　　1876．領有を宣言→英米の承認

作業　図表１８７ページを見て、

　　　下の白地図に、日露和親条約による国境（青）と樺太千島交換条約による国境（赤）を書き入れなさい。

日本史授業プリント(38期)近現代１０　殖産興業
２年　　　組　　　番　　　　　　　　　　　　.

　殖産興業　　　　…国家による近代産業の育成（"上からの資本主義化"）

　　　→富国強兵(経済発展と軍備増強)をめざす

　☆外国人教師（ 御雇外国人　　　　　）の指導　…高額の給与

　　☆封建的諸規制の廃止…関所・宿駅・助郷制度などの撤廃、株仲間の廃止　居住・職業の自由

　　☆当初は大蔵省・民部省が担当

　　　　　 工部省　　　新設[1870]…伊藤博文　重工業分野　官営事業に重点

　　　　　 内務省　　　新設[1873]…大久保利通　軽工業分野　民業育成に重点

　　※ 第１回内国勧業博覧会[1877]…東京上野公園　国内物産の展示･販売　政府主催

　　　 　ほかにも各地で共進会(産業技術の交流)
諸産業の育成　　官営模範工場の設立…政府直営　民間の機械制工場の発達をうながす

　軍事工業…旧幕府時代の施設を継承

　　ex．東京砲兵EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こうしょう),工廠)・大阪砲兵工廠　　長崎造船所・横須賀造船所・兵庫造船所
　鉱工業　官営鉱山　ex．佐渡金山[新潟]、生野銀山[兵庫]、院内銀山[秋田]、 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あに),阿仁)銅山[秋田]、

　　　　　　　　　　　　小坂銅山[秋田]、釜石鉄山[岩手]　など　　※ eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 8(べっし),別子)銅山[愛媛]は民営(住友)
　　　　　官営炭坑　ex．高島炭坑[長崎]、三池炭坑[福岡]、幌内炭坑[北海道]など

　　　　　その他　深川セメント製造所[東京]、品川硝子製造所[東京]ほか

　製糸・紡績…生糸・綿糸の機械化・生産拡大　輸出拡大をめざす

　　ex．富岡製糸場　　　　[群馬]…1872～　フランスの技術　"富岡工女"(士族の子女)を養成

　　　　新町紡績所[群馬]…1877～　　　ほか愛知・千住[東京]・堺・広島などにも官営紡績所

　農牧業…技術改良　ex．駒場農学校(→東大農学部)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みた),三田)育種場、内藤新宿試験場

　　　　　治水灌漑　ex．安積疎水[福島]、明治用水[愛知]　

北海道の開発　※1869．蝦夷地を 北海道と改称(←松浦武四郎が｢北加伊道｣と命名) 
　 開拓使　　　設置[1869.東京→1871.札幌]　　　　　　　　　　　 
　　・アメリカ式大農場経営を移植（顧問 ケプロン[米]）

　　　→札幌農学校設立[1876]…クラーク[米]教頭ほか

のちの北海道大学

　　・屯田兵　　　制度[1874]…開拓使次官 黒田清隆の建議　開拓と防衛　士族授産の一環

　　・官営工場、炭坑、鉄道 etc.　囚人労働も利用　一時は樺太も管轄　

　　※1882．廃止→３県( 函館･札幌･根室)→1886．県を廃止して 北海道庁設置

交通・通信制度

　鉄道("EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おかじょうき),陸蒸気)")　1872．新橋(東京)・横浜間　イギリス(モレル)の技術を輸入
　　　　　　　　　　　　→1874.大阪・神戸間→1877.大阪・京都間→1889.東海道全線開通

　郵便　前島密　　　[越後高田]の建議[1871]
　　　　→東京・大阪間に官営郵便→ 万国郵便連合条約加盟[1877]

　電信　1869．東京・横浜間　→ 万国電信連合条約加盟[1879]

電話　1877年に輸入(ベルが発明した翌年)　1890.東京・横浜間
　海運　岩崎弥太郎　　　　[土佐]の活躍　…政府と結び台湾出兵・西南戦争などで活躍

　　　　　1870. eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(つくも),九十九)商会　　　 吸収　　日本国郵便蒸気船会社
               →1873．三菱商会　　　1875.三菱汽船会社　1885.日本郵船会社
　　　　　　　　　　　  共同運輸会社(半官半民、三井系)　　 合同　　 
　　　　ほかに 大阪商船会社など

☆ 政商　　の成長…政府から特権付与　金融・貿易・運輸などの分野で独占的に活動

　　　商人出身：三井　　組(1876.最初の民間銀行)、大倉組、小野組・島田組(ともに1874に破産)など

　　　武士出身：岩崎弥太郎→弥之助(土佐：三菱、海運業)　　五代友厚　　　　(薩摩：貿易会社)
　　　　　　　　渋沢栄一　　　　(旧幕臣：第一国立銀行、大阪紡績会社など)
作業　図表１９８ページを見て、地名の位置を示しなさい。
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是ニ於テ、士ハ従前ノ士ニ非ス、民ハ従前ノ民ニアラス、均シク皇国一般ノ民ニシテ、国ニ報ズルノ道モ�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(もと),固)�ヨリ其別ナカルベシ。
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※「条約は結びそこない金は捨て


世間に対し何といわくら」











